
１ ． 浄 水 施 設 に 関 す る 課 題  

水 道 事 業 は 、 市 民 生 活 を 支 え る 重 要 な ラ イ フ ラ イ ン

で あ り 、 供 給 が 停 止 す れ ば 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す 。 そ の

た め 、 水 道 水 の 製 造 工 場 で あ る 浄 水 施 設 に お い て は 、

水 道 水 の 安 定 供 給 の た め の 取 り 組 み が 求 め ら れ る 。  

浄 水 施 設 に 関 す る 課 題 を 次 の 通 り 挙 げ る 。  

１ ） 気 候 変 動 に 伴 う 水 量 不 安 定 化 対 策 （ 水 量 ・ 水 質 ）  

地 球 温 暖 化 に よ る 気 候 変 動 に 伴 い 、 少 雨 化 傾 向 が 進

行 し 渇 水 に よ る 水 不 足 や 、 局 地 的 豪 雨 に よ る 河 川 の 氾

濫 ・ 増 水 等 、 水 源 水 量 の 不 安 定 化 が 生 じ て い る 。 こ れ

に よ り 、 水 源 河 川 の 水 不 足 や 地 下 水 位 の 低 下 、 高 濁 度

原 水 の 流 入 等 が 生 じ る た め 、 対 策 が 必 要 で あ る 。  

２ ） 施 設 の 耐 震 化 対 策 （ 強 靭 ）  

地 震 発 生 に よ り 施 設 が 損 壊 す れ ば 、 水 道 水 の 供 給 停

止 に 陥 る 。 よ っ て 、 震 災 被 害 を 回 避 ま た は 低 減 す る た

め の 対 策 が 必 要 で あ る 。  

３ ） 施 設 の 老 朽 化 対 策 （ 水 量 ・ 水 質 ）  

浄 水 施 設 の 老 朽 化 に よ り 、 施 設 か ら の 漏 水 の 発 生 、

水 質 測 定 計 器 や 流 量 計 等 の 故 障 に よ る 監 視 不 全 、 浄 水

池 の 内 部 剥 離 に よ る 異 物 混 入 等 が 発 生 し 、 水 量 ・ 水 質

に 影 響 を 及 ぼ す 事 態 が 生 じ る た め 、 対 策 が 必 要 で あ る 。  

４ ） 水 道 水 の 快 適 性 を 求 め る ニ ー ズ へ の 対 応 （ 水 質 ）  

近 代 水 道 の 創 設 当 初 は 、 水 系 感 染 症 の 発 生 抑 止 等 衛

生 的 な 水 道 水 の 供 給 が 主 目 的 で あ っ た が 、 今 日 で は 利

用 者 の 要 求 レ ベ ル が 向 上 し 、 安 全 性 は も と よ り 、 快 適



性 が 求 め ら れ る よ う に な っ た 。 そ の た め 、 高 度 浄 水 処

理 導 入 や 、 残 留 塩 素 濃 度 の 平 準 化 ・ 低 減 化 等 、 お い し

い 水 道 水 の 安 定 供 給 に 向 け て の 取 組 が 求 め ら れ て い る 。  

２ ． 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

施 設 の 耐 震 化 を 最 重 要 課 題 と 位 置 づ け た 。 な ぜ な ら 、

南 海 ト ラ フ 地 震 や 、 首 都 直 下 地 震 等 の 発 生 が 確 実 視 さ

れ 、 震 災 リ ス ク が 高 ま っ て い る こ と 、 耐 震 化 の 取 組 に

併 せ 、 老 朽 化 へ の 対 策 も 図 る こ と が で き る た め で あ る 。  

解 決 策 に つ い て 、 以 下 に 示 す 。  

１ ） 構 造 物 の 耐 震 化 ： 建 築 物 や 池 等 の 構 造 物 は 、 耐 震

壁 や 耐 震 ブ レ ー ス の 設 置 に よ り 、 レ ベ ル ２ 地 震 動 に 対

し て 重 大 な 被 害 を 生 じ な い 程 度 の 耐 震 強 度 を 確 保 す る 。  

２ ） 機 械 ・ 設 備 の 耐 震 化 ： ポ ン プ 等 の 機 械 、 監 視 装 置

等 の 設 備 類 は 、 ア ン カ ー ボ ル ト や 固 定 ケ ー ブ ル を 使 用

し て 固 定 す る 。 ま た 、 薬 液 タ ン ク に つ い て は 倒 壊 を 防

ぐ た め 、 ス ロ ッ シ ン グ 対 策 の た め の 防 波 板 を 設 置 す る 。  

３ ） 基 幹 設 備 の 高 台 へ の 移 設 ： 沿 岸 部 で は 、 津 波 の 発

生 に よ り 浸 水 被 害 が 生 じ る 。 そ の た め 、 想 定 さ れ る 最

大 到 達 高 さ を 考 慮 し 、 基 幹 設 備 の 高 台 へ の 移 設 を 行 う 。  

４ ） 非 常 用 電 源 装 置 の 設 置 及 び 必 要 物 品 の 備 蓄 等 ： 震

災 時 に お い て は 、 停 電 の 発 生 や 薬 品 ・ 資 機 材 の 入 手 困

難 が 想 定 さ れ る 。 そ の た め 、 事 前 の 備 え と し て 、 非 常

用 電 源 装 置 の 設 置 や 凝 集 用 薬 品 ・ 燃 料 ・ 資 機 材 の 備 蓄

及 び 入 手 手 段 の 確 保 を 行 う 。  

５ ） ソ フ ト 面 の 対 応 ： 震 災 対 応 業 務 継 続 計 画 （ BCP）、 震



災 対 応 マ ニ ュ ア ル 等 を 整 備 し 、 平 常 時 か ら 研 修 ・ 訓 練

を 実 施 す る 。 ま た 、 他 事 業 体 と 相 互 応 援 協 定 を 策 定 し 、

災 害 時 の 体 制 強 化 を 図 る 。  

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ の 対 策  

改 善 策 の 実 施 に 当 た っ て は 、 多 大 な コ ス ト を 要 す る 。

我 が 国 に お い て は 、 人 口 減 少 時 代 を 迎 え て お り 、 水 需

要 の 減 少 に 伴 い 料 金 収 入 が 減 少 し て い る 。 そ の た め 、

経 済 性 ・ 実 現 可 能 性 の み を 優 先 す れ ば 、 安 全 性 ・ 機 能

性 に 欠 け た 脆 弱 な 施 設 と な る 。 さ ら に 、 こ れ ら を 偽

装 ・ 隠 ぺ い す れ ば 、 人 体 や 環 境 に 二 次 災 害 を 生 じ さ せ

る リ ス ク も 新 た に 生 じ う る 。 ま た 、 設 計 時 に は 適 切 な

技 術 で あ っ て も 、 新 た な 知 見 や 研 究 に よ り 、 人 体 や 環

境 へ の 影 響 が 発 覚 す る こ と も あ る 。 そ の た め 、 解 決 策

を 検 討 す る 際 に は 、 複 数 の 解 決 策 を 提 示 し 、 関 係 者 に

よ る 協 議 ・ 検 討 を 十 分 に 行 っ た 上 で 、 最 適 な 解 決 策 を

選 択 す る 。 ま た 、 実 施 中 で あ っ て も 、 PDCA サ イ ク ル に

よ っ て 常 に 改 善 を 図 る 。 そ し て 、 担 当 技 術 者 が 最 新 の

技 術 や 研 究 結 果 （ 例 え ば 水 道 協 会 雑 誌 や 研 究 発 表 等 ）

を 習 得 し 、 継 続 研 鑽 を 図 れ る よ う 、 教 育 訓 練 の 機 会 を

十 分 に 与 え る こ と が 必 要 で あ る 。  

ま た 、 技 術 力 や 多 大 な コ ス ト を 要 す る こ と か ら 、 事

業 基 盤 が 脆 弱 な 中 小 事 業 体 に と っ て は 実 施 の ハ ー ド ル

が 高 い 。 そ の た め 、 必 要 に 応 じ て 広 域 連 携 や 官 民 連 携

に よ っ て 事 業 基 盤 の 強 化 を 図 り 、 合 理 的 に 対 応 す る こ

と も 検 討 す べ き で あ る 。      以 上  


